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会長挨拶

司会：山口辰哉君　指揮：土屋　巧君

委員会報告

委員長　山口雅弘君

先日お尋ねいたしました、スリウォンロータリークラブ田辺

さまのお父様、介護の件ですが、多くの情報をメールやお

電話でいただき感謝申し上げます。ご実家のある袋井ロ

ータリークラブ伊藤さまにも役所へ足を運んでいただき、

ロータリアンの素晴らしさを実感致しました。田辺さまのお

母さまからも、皆様へくれぐれもよろしくお伝えくださいと、

感謝のお言葉をいただきましたので、ご報告させていた

だきます。

ありがとうございました。

国際奉仕委員会

今日の料理

　朋友ロータリアンの皆さん、私は若いころ、世

界中を旅したいと思っていました。しかし当時は、

旅を夢見ることしかできず、海外をはるか遠くの

世界のように感じていました。とはいえ、日本で

は誰もがそうするように、私も学校で英語を勉強

しました。最初の教科書の1ページ目に「This is 

a pen」と書かれていたことを今でも覚えていま

す。もう50年も前のことです。それから、世界は

大きく変わり、私はロータリーの会長として、か

つて夢見た以上に世界中を旅しています。 

　初めての場所を訪れると、初めての言葉、人々、

慣習に出合います。私は、行った先々でお目にか

かる方々から学ぼうと全力で努めています。お目

にかかる人から学べることがあるはずだと信じて

いるからです。このように考えると、ロータリー

の青少年交換プログラムの意味がより深く理解で

きると感じます。そして、青少年交換を通して、

ロータリーがいかに素晴らしい贈り物をしている

かがわかります。青少年交換は、数々の心を開か

せ、信頼や心の交流を築きます。また、国や背景

が異なる人々を一つにすることができます。 

　ロータリーの青少年交換プログラムは、40年以

上にわたって充実した活動を継続し、今日、第五

奉仕部門である「新世代奉仕」の一部となってい

ます。若者に力を注ぐことで、ロータリーの未来

と、より平和な世界を築くことができます。青少

年を支援することで、新たな世代にロータリーを

引き継ぐことができます。また、国境や文化の壁

を超えた理解の輪が広がります。私たちは支援の

手を差し伸べることの大切さを教え、ロータリー

の中核となる価値観を伝承することができるでし

ょう。このようにして、私たちは平和の構築を支

援しています。 

　青少年交換は、一つひとつの交換を通して国と

国との間の関係を育み、平和な世界を築くという

ロータリーの世界的使命の本質的な要素を担って

います。

ＲＩ会長のメッセージ

第8回理事役員会報告平成２５年５月１０日　１３時30分～１３時５０分�      

会議場　　ブケ東海三島�      

出席者　　 太田政人�　石井邦夫�　加藤正幸� 　

　　　　　　　兼子悦三　　山本良一� 山口雅弘

　　　　　　　根津延和� 　石井司人� 宮澤正昭

　　　　　　　土屋　巧　　小林　勝　　久保栄子

　　　　　　　渡邊照芳　　岡　良森　�

司会者�　　石井司人� 　記録者� 　加藤正幸

①卓話　　プログラム変更の件

　5/31　次年度会長　山本良一�   

　6/7　　新会員　兵藤　　　　　6/14加藤�   

②ハンドベル継続の件�  

　次年度25周年記念事業までは継続�      

③東ヶ崎潔記念募金の件�  

　前回通り見合わせ�      

④職業分類の件�  

　前回討議事項の形で進めていく�      

⑤桜の植樹記念碑の件�  

　復興支援先大槌町にて桜の木植樹に同調して記念碑設営、

　費用はメンバ-より募る�      

石井（司）君、勝又君、杉山（順）君、田中君、仲原君、服部君、

宮澤君、山本君、米山君

前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

２５/３７　　 　　　６７．５７%　　　　３５/３７　　 　　９４．５９%

２７/３６　　 　　　７５．００%　　　　　　　　  　　　　　３９名

(＊出席免除会員の欠席者　大房君、片野君、渡邊君）

せせらぎ三島ロータリークラブ 検 索

日本民主党総務会長の三木武吉氏に、当時将来の国鉄に

不安を感じていた十河氏にそんなに心配ならあんたが４代

目の総裁を引き受けたらどうかと勧められやむなく引き受け

る事になったそうです。総裁就任後事故や赤字続きだった

国鉄を立て直し、これからの鉄道はスピード化にしなければ

鉄道の生き延びる道はない、また日本経済の発展はないと

確信し、東京―大阪間を３時間で運行との目標を立、新幹

線研究室を立ち上げ工事費やあらゆる困難の壁に立ち向

かい在任の８年間で目的を成し遂げ翌年の新幹線開通を

目前に予算の大幅な追加を理由に責任を取り退官しており

ます。とにかく十河４代総裁が誕生しなかったら新幹線は出

来ていなく、また出来たとしても２０～３０年はかかったのでは

ないでしょうか。とにかく世の中には７０歳を超えても人の為

世の為に頑張った人・頑張っている人がいるものだと痛感い

たしました。我がクラブにも澤田パスト会長が７２歳から今年

の４月(８０歳)まで日本全国中古車販売協同連合会の会長

を務めていました。お疲れ様でした。

　さて今日は原兄多さんの紹介をさせて頂きます。原さんは

１９７４年９月５日に三島市新谷で生を享け、弟が一人、妹が

二人の４人兄弟との事です。原さんはこれまでに三度の挫

折に会っているそうですが、一度目は中学一年生の時に祖

父と父親が経営していた会社が倒産し、住み慣れた三島を

離れ韮山に引越しをしなければならなかった事、そして二度

目は大学受験で第一志望の大学に入れなかった事、そして

三度目は父親の体調と父親が再起した小さな不動産会社

の状況が悪化した為、某大学を卒業後大阪で５年、静岡で

５年勤務していた生命保険会社系の不動産会社を退社し

小さな不動産会社を継ぐ事になり、最初は１０年間それなり

の規模の不動産会社で様々な経験を積んだ自負があり、

頑張れば立て直せると思っていたそうですが、しかし現実は

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

ゴルフ同好会

斉藤亮輔さん（山本君のゲスト）

山田哲也さん（　　　〃　　　　　）

会員誕生日

幹事　米山晴敏君

こんにちは。私も８月に７１歳と

言う年を迎えますが、最近息を

するにも気怠さを感じています。

先日テレビを見ていましたら日

本国有鉄道第４代十河信二総

裁は１９５５年７１歳で第１代から

第３代までの総裁が事件や事

故により短期間で辞めていた為、

次の総裁になり手が中々いな

い中、愛媛の同郷であった当時

会員誕生日

委員会報告
クラブ戦略計画委員会

第1回クラブ戦略計画委員会を1月27日、18時30分より「呉

竹」で行います。会長、幹事、委員の皆さんには出席の程

よろしくお願いいたします。

年次総会　会長挨拶　　　　　　　　　　１１－９

　せせらぎ三島ロータリークラブ定款の第６条、第２節(年次

総会)で役員を選挙するための年次総会は、細則の定める

ところに従い、毎年１２月３１日までに開催されなければなら

ない。と定められていますので先週の例会後、指名委員会

を開催し次年度の理事・役員の候補者を選出いたしました

ので後程、指名委員会の委員長、兼子パスト会長から発

表していただきます。今日の年次総会で皆様のご審議、よ

ろしくお願いいたします。

　そして今年度、中本君、大庭君、藤川君、大村君の４名

もの新会員が増え皆様のご協力に心から感謝申し上げます。

また大槌町の教育委員長様から先日の図書券贈呈に対し

てお礼が届き。長泉町で行った東北震災パネル展に対し

ても、災害復興副大臣からお礼の手紙が届き大変評価さ

れています。中村委員長を中心としたＲＩロータリーの規定

の見直しに伴いせせらぎ三島ロータリークラブの定款など

の見直しの戦略委員会の立ち上げも出来、予算について

も理事会の承認が取れ委員の選出も終わり、進みだしまし

た。　　

皆様のご協力で着々と今年度のクラブ運営が進んでいます。

ありがとうございます。

入会おめでとう

大村　典央（のりお）君

生年月日：昭和５０年７月２５日　４１歳

職業分類：弁護士

代表事業所：新東京総合法律事務所

住所：東京都港区赤坂１－７－１９

　　　　キャピタル赤坂ビル４Ｆ

ＴＥＬ：０３－３５８４－２２１１

４月28日　   遠藤修弘君

入会記念日

入会記念日

※紙面の都合で理事会報告は次号に掲載します

①10日に三島ＲＣ60周年記念にクラブから12名出席いた

だきました。

②三島西ＲＣより45周年式典臨席のお礼が来ています。

③緑の羽根募金への寄付のお礼が来ています。

④例会終了後理事役員会を開催します。

幹事　米山晴敏君

幹事報告

甘くなく、仕事もほとんど無く、行政書士事務所も開設した

が同様に閑古鳥が鳴く状態が続いた事、これまでの挫折

では最大のダメージだったそうです。そんな時に友人からＪ

Ｃに誘われ時間だけはたっぷりあったので、何かを変えな

ければ、と言う焦りもあり、入会したが正直、仕事には直接

つながりはなく、自分の時間とお金を使って、ボランティア

をする事に意味があるのか？と疑問に思いながらも活動を

続けていると不思議に人のつながりが出来、仕事も少しず

つ増えて来て、サラリーマン時代は、やはり会社の名前で

仕事をしていたんだと痛感し今更ながらですが自分を知っ

てもらい自分の信用がいかに大事かと気付いたそうです。

　せせらぎ三島ロータリークラブに入会したきっかけは、父

親の事務所が鈴木パスト会長所有の建物に入居していた為、

景気の悪化から事務所を韮山の自宅に移した後も懇意に

していただき、仕事の打ち合わせの傍ら、ロータリーについ

て教えて頂き、入会の誘いもして頂いておりましたが、その

時にはまだＪＣに所属していた為、卒業したら考えますと返

事をしておりましたが、ＪＣ卒業と同時に他の会の新年会で

名刺交換をさせて頂き仕事も一緒にやる様になっていた

中山会長と、鈴木パスト会長のスポンサーで入会させて頂

きました。入会して感じた事は、せせらぎ三島ロータリークラ

ブの『秩序ある居心地の良さ』ですとの事でした。若手にも

機会を与える傍ら、例会等の秩序はしっかりと守り、それを

先輩方が見守っている、そんな伝統が息づいていると感じ、

また職業奉仕の考え方も、他の団体にはない魅力だと思い

ますとの事でした。次年度は職業奉仕委員長を仰せつかり

ましたので先輩たちの築いて来た秩序と伝統を承継しつつ

若手ながらではの、活発さを発揮出来たらと考え頑張りま

すので、皆様今後ともよろしくお願い申し上げます。との事

でした。

　以上原兄多さんの紹介でした。ありがとうございました。

　



ロータリー世界各地から

ＲＯＴＡＲＹ　ＷＯＲＬＤ

委員会報告

中村徹君

平成29年5月12日金曜日　　呉竹

出席者　中山和雄・山口辰哉・鈴木政則・小林勝・石井和郎・

兵藤弘昭・宮澤正昭・米山晴敏

欠席者　服部光弥・内田憲一

司会者　米山晴敏

1.プログラム変更について

　　変更無し

2.理事役員から意見として

　　ロータリー旗及び備品等の設営、片付けはＡ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｂ

の順番で行なう

※次回の理事役員会は、新年度理事役員の皆様に参加お

願い、引き継ぎを含めて出来れば

第１１回理事役員会報告

幹事　石井司人君幹事挨拶

ＳＡＡ委員会

出席委員会

１．地方創生の取組み報告

・伊豆地区の活性化を目的に、「若旅in伊豆」(観光庁の

施策で、学生に旅をさせ、観光等の地域資源を知り、地

域の企業、地域団体の取組みを知る)を藍澤證券、静岡

新聞社、静岡大学で今年2月に、伊豆の企業、地域団体

にご協力いただき実施しました。土屋副知事にも下田高

校生との討論会に出席いただき、地域課題取組みへの

提言を行いました。

次回は今年9月に行います。静岡県東部・伊豆地区の活

性化で、皆様とコレボレーションができればと考えています。

・藍澤證券と静岡大学で共同開発したインターンシップ

が内閣官房まち・ひと・しごと創生本部から、金融機関等

の「特徴的な取組み事例」として、選定され、大臣表彰を

受けました。静岡県と東京都に跨ったクロスボーダー型の

インターンシップで、学生に静岡県の良さを知ってもらうこ

とを目的としています。

２．相続・事業承継

・事業承継は経営者にしかできない最後にして最大の仕

事です。

後世のためにも、資産・事業をめぐり争族にならない対策

が必要です。

今回の話が、皆様の考えるきっかけになれば幸いです。

委員長　米山晴敏君広報委員会

今日の料理

卓話

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

米山晴敏君

委員長　土屋巧君

広報委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口雅弘君

マイロータリーの登録が伸びておりません。

６月中旬までには全員登録お願いします。

※スマイルボックスは次号に掲載します。

委員長　兵藤弘昭君

加藤義弘さん

２月27日　 小林　勝君

１月５日　　山本良一君

会員誕生日

入会記念日

マイロータリーについて

藤川智徳君：前回は欠席しました。すみません。スマイル

します。

鈴木真知子君：欠席多くてすみません。やっと初夏の陽気

になりました。スマイルします。

石井邦夫君：本日、私の卓話です。よろしくお願いします。

山口辰哉君：先週例会後から北海道の釧路、根室に一人

で行ってきました。根室では「ちょい乗りレンタカー」を借り、

納沙布岬まで行きました。日本の最東端、納沙布岬にあ

るオーロラタワー（地上95メートル）に登り、いくつも置いて

ある無料の双眼鏡で歯舞諸島を眺め、ロシアの巡視船か

漁船か分かりませんが確認できました。客は私だけ。根室

の駅前も寂しい限り。釧路からの列車は一両編成のディー

ゼルカーが一日４～５往復のみ。廃線も視野に入っている

そうです。

スマイルボックス

次年度会長　山口辰哉君

〇タイに行けたこと

　ロータリアンと実感できた

〇つながりができた

　（いろいろな職業の方と・若い経営者と）

〇屋形船に初めて乗れること

Ａテーブル　

今日の料理

「地方創生の取組み報告」と「相続・事業承継」について

会員誕生日 ４月28日　   遠藤修弘君

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

加藤義弘さん（石井邦夫君のゲスト）


